
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち
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ひ
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サ
ン
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で
初
コ
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サ
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ト
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■税務署対応の会場

　旭川北洋ビル9階
（旭川市4条通9丁目）
　税務署内に会場はありません
▶期間／2月3日㈪～3月17日㈪
　（土、日、祝日を除く）
　午前9時～午後5時（午後4時まで受け付け）
▶旭川東税務署☎23-6291（自動音声案内）

■役場会場

　役場1階第1小会議室
（正面玄関すぐ左）
▶期間／1月27日㈪～3月17日㈪
　（土、日、祝日を除く）
　午前8時半～午後5時15分
▶役場税務課☎82-2111内線
　（123、124）

確定申告、納税は3月17日までに確定申告、納税は3月17日までに確定申告、納税は3月17日までに
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第40回ひがしかわ氷まつり
まち・タウン
○新成人、晴れ着の門出に59人
○「ボクらは海賊！」。初の英語キャンプ盛り上がり
○東中吹奏楽部がサントリーホールで初コンサート　　ほか

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○原始人と青春の心！
◇俳句

大雪山の素顔
○自分のための体験
　NPO(特定非営利活動)法人ねおす、大雪山自然学校代表　小林  峻さん
◇本で知る ふるさとの山
　東川村の礦泉瀧って、どこの滝？　町史編集専門員　西原義弘

A Word From Another World
○No.28　グラウンドホッグ・デー　英語活動教育指導員　カトリーナ・カイラさん

知って役立つ ミニ家庭医学講座
○第9回　冬場のスキンケア　東川町立診療所副所長　古川倫也医師
○貸し出し図書・ビデオ紹介

大雪地区広域連合からのお知らせ
○大雪地区広域連合、24年度決算の概要

くらし・ネットワーク
○夜間の税納付と相談窓口を開設します
○料金改定のお知らせ
○写真の町実行委員会企画委員を募集
○学校公務補を募集します
○旭川成年後見支援センター移動相談会を開きます　　ほか

子育てチャンネル
○子どもたちに本の楽しさを　こども冨貴堂店長　福田洋子さん

保健だより
○肥満は生活習慣病の大敵

インフォメーション
○2月の行事　　ほか
「今、生き生きと」は休載します。

雪の合い間
（昨年3月、旭岳温泉）
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氷まつりコンクール結果氷まつりコンクール結果
氷彫刻旭川支部コンクール（制作10作品、敬称略）
順　位

安田　　納
名　前

森藤　真介
鎌田　賢征

古田　孝俊
山本　剛史

日本氷彫刻会札幌支部
所　属

日本氷彫刻会札幌支部
日本氷彫刻会北見支部

東川氷土会
旭川司厨士協会

雪像コンクール（制作13作品）

ほくほくＦＧ10周年
～祝カーリング女子ソチ五輪出場

㈱東川振興公社
団　　体

㈱北陸銀行旭川支店

北海道東川高等学校
東川町議会

くまモモンガー
作　品　名

駿馬
「馬」

となりのトトロ 旭川福祉専門学校保育科１年

順　位
～調和♪～
作　品　名

ガラスのハート
躍動

戦い
TORA TORA

優勝

３
４
５

準優勝
優勝

３

４

５

準優勝

て
２
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
会
場
の

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
東
川
小

ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
イ
コ
ロ
、
大
雪
子
ど
も
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム
・
ス
ノ
ー
ベ

ル
ジ
ュ
ニ
ア
、
旭
川
東
高
校
音
楽
部
が

そ
れ
ぞ
れ
好
演
し
ま
し
た
。

８
・
４
度
（
午
後
1
時
）
ま
で
気
温
が

上
が
っ
て
晴
れ
上
が
り
絶
好
の
祭
り
日

和
。
一
番
人
気
の
大
滑
り
台
、
レ
イ
ン

ボ
ー
ス
ロ
ー
プ
に
は
冬
休
み
最
後
の
子

供
た
ち
が
終
日
列
を
作
っ
て
並
び
歓
声

が
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
の
最
低
気
温
は
、
氷
彫
刻
コ

ン
ク
ー
ル
で
氷
像
制
作
が
始
ま
っ
た
18

日
未
明
の
氷
点
下
20
・
６
度
（
18
日
午

前
３
時
）
。
氷
柱
ブ
ロ
ッ
ク
も
固
く
締

ま
っ
て
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
作
品
は

美
し
い
輝
き
を
放
ち
ま
し
た
。

　
10
人
が
出
場
し
た
大
会
は
、
ホ
テ
ル

調
理
師
の
安
田
納
さ
ん
（
札
幌
）
が
作

品
名
「
〜
調
和
♪
〜
」
で
昨
年
に
続
い

　
祭
り
期
間
中
、
今
年
は
３
日
間
と
も

穏
や
か
な
好
天
が
続
き
、
前
夜
祭
の
花

火
打
ち
上
げ
時
は
氷
点
下
19
・
８
度

（
午
後
７
時
）
ま
で
気
温
が
下
が
り
、

会
場
を
訪
れ
た
観
客
は
真
冬
の
夜
空
に

ち
り
ば
め
ら
れ
た
極
彩
色
の
大
輪
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
本
祭
り
の
日
曜
日
は
、
日
中
氷
点
下

第
40
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

第
40
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

第
40
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り

し
ば
れ
最
高
、冬
休
み
最
後
の
歓
声
い
っ
ぱ
い

し
ば
れ
最
高
、冬
休
み
最
後
の
歓
声
い
っ
ぱ
い

し
ば
れ
最
高
、冬
休
み
最
後
の
歓
声
い
っ
ぱ
い

　

道
内
の
冬
の
祭
り
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
第
40
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
が
１
月
18
日
か
ら
３
日
間
、
羽
衣
公
園
を
中
心
会

場
と
し
て
開
幕
し
ま
し
た
。
祭
り
期
間
中
、穏
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
、小
学
校
の
冬
休
み
最
終
日
と
重
な
っ
て
大
勢
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

道
内
の
冬
の
祭
り
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
第
40
回
ひ
が
し
か
わ
氷
ま
つ
り
が
１
月
18
日
か
ら
３
日
間
、
羽
衣
公
園
を
中
心
会

場
と
し
て
開
幕
し
ま
し
た
。
祭
り
期
間
中
、穏
や
か
な
日
和
に
恵
ま
れ
、小
学
校
の
冬
休
み
最
終
日
と
重
な
っ
て
大
勢
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

天気も良く家族連れでにぎわった大滑り台・レインボースロープ（19日）

氷彫刻コンクール優勝「～調和♪～」

雪像コンクール優勝作品「くまモモンガ―」

賛助出店した女川町観光協会のサンマの
すり身汁が大盛況
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東
川
町
教
委
育
委
員
会

は
１
月
16
、
17
の
２
日
間
、

美
瑛
町
白
銀
温
泉
の
国
立

大
雪
青
少
年
交
流
の
家
で

初
の
「
英
語
キ
ャ
ン
プ
２

０
１
４
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
４
年
生
以
上
の

小
学
生
32
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
一
泊
の
ミ
ニ
キ
ャ

ン
プ
で
大
型
そ
り
の
海
賊

船
を
作
り
、
雪
山
で
レ
ー

ス
を
し
て
遊
ぼ
う
、
と
い

う
企
画
。

　

参
加
者
は
全
員
海
賊
船
の
ち
び
っ
こ
乗
組

員
。
キ
ャ
ン
プ
中
の
指
示
と
会
話
は
原
則
英

語
。
ゲ
ー
ム
の
勝
利
者
、
良
い
答
え
、
良
い

ア
イ
デ
ア
を
出
す
と
「
グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
！
」

と
金
貨
の
ご
ほ
う
び
が
出
ま
す
。
た
く
さ
ん

集
め
た
金
貨
の
数
は
勝
利
者
の
証
で
す
。

　

東
川
、
東
神
楽
両
町
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
、
カ
リ
ン
・
ス
ト
ロ
ム
さ
ん
、

ス
テ
ー
シ
ー
・
フ
ジ
カ
ワ
さ
ん
、
カ
ト
リ
ー

ナ
・
カ
イ
ラ
さ
ん
、
マ
イ
ケ
ル
・
デ
ル
ー
さ

ん
と
町
の
国
際
交
流
員
、
ウ
ナ
・
ヴ
ォ
ル
コ

ヴ
ァ
さ
ん
５
人
が
指
導
役
。
東
川
高
校
の
生

徒
４
人
、
遠
藤
祥
悦
先
生
も
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

５
〜
６
人
ず
つ
チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
海
賊

船
の
そ
り
づ
く
り
ス
タ
ー

ト
。
チ
ー
ム
名
、
チ
ー
ム

Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
を
決

め
、
夕
食
後
に
は
ス
カ
ベ

ン
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ

で
、
海
賊
船
の
制
作
材
料

を
ゲ
ッ
ト
す
る
ゲ
ー
ム
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

仕
上
げ
の
お
楽
し
み
は
、

チ
ー
ム
ご
と
に
完
成
し
た

海
賊
船
そ
り
に
乗
っ
て
海

賊
船
レ
ー
ス
。
雪
山
に
繰

り
出
し
、
ス
ロ
ー
プ
を
転

が
り
な
が
ら
雪
上
に
歓
声
を
響
か
せ
て
楽
し

み
ま
し
た
。

師
が
さ
ま
ざ
ま
な
頭
痛
を
解
説

し
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
頭
痛
と
、
病
気
の

サ
イ
ン
と
な
る
頭
痛
、
神
経
痛
、

顔
面
痛
か
ら
引
き
起
こ
る
頭
痛

の
違
い
を
解
説
。
「
特
に
脳
血

管
障
害
は
大
事
。
中
で
も
く
も

膜
下
出
血
は
、
元
気
に
働
い
て

い
た
人
が
、
突
然
バ
ッ
ト
で
殴

ら
れ
た
よ
う
な
激
痛
に
見
舞
わ

れ
、
そ
の
場
で
命
の
危
険
が
あ
る
」
な
ど
と

強
調
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
双
方
向
の
情
報
通
信

が
可
能
な
同
医
大
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
専
門
医
が
医
学
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
そ
の
場
で
質
問
に
答
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
。
東
川
の
ほ
か
、
札

幌
、
旭
川
、
岩
見
沢
、
留
萌
、
紋
別
、
羽
幌
、

利
尻
、
枝
幸
（
順
不
同
）
の
道
内
10
市
町
の

病
院
、
道
の
駅
な
ど
で
中
継
放
送
し
て
い
ま

す
。

　

１
月
21
日
、
役
場
町
民
ロ

ビ
ー
で
旭
川
医
科
大
学
の
北
海

道
メ
デ
ィ
カ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
開
き
ま
し
た
。

　

２
カ
月
に
１
回
程
度
開
設
し

て
い
る
一
般
向
け
健
康
情
報
講

座
。
東
川
開
催
は
昨
年
11
月
に

続
い
て
２
回
目
で
す
。
「
頭
痛

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
同
医

大
脳
神
経
外
科
、
安
栄
良
悟
医

 　
１
月
12
日
、
東
川
中
学
校

吹
奏
楽
部
（
吉
原
七
海
部
長
）

が
東
京
・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
（
港
区
赤
坂
）
で
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
歌
手
の
ケ
イ

コ
・
ボ
ル
ジ
ェ
ソ
ン
さ
ん
と

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

を
実
現
し
ま
し
た
。

　

ケ
イ
コ
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
・

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
共
演

す
る
形
で
前
半
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
。
客
席
に

降
り
る
な
ど
４
曲
を
熱
演
し
ま
し
た
。
「
マ

ザ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
ラ
イ
フ
」
を
ケ
イ
コ
さ

ん
と
一
緒
に
最
後
に
演
奏
。
東
川
町
出
身
者

な
ど
で
満
席
の
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸

き
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
２
０
１
２

（
平
成
12
）
年
12
月
に
来
町
し

て
同
中
吹
奏
楽
部
と
共
演
し
た

ケ
イ
コ
さ
ん
が
「
東
京
で
共
演

し
ま
し
ょ
う
」
と
招
い
て
く
れ

て
実
現
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
、

介
護
施
設
・
あ
り
す
の
杜
（
港

区
南
麻
布
）
で
も
、
ケ
イ
コ
さ

ん
と
ジ
ャ
ズ
・
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
で
夫
の
ホ
ー
カ
ン
さ
ん
も
加
わ
っ
て
ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ラ
ト
ビ
ア
大
使
館
も
訪
問
。
コ
ン
サ
ー
ト

を
鑑
賞
し
た
ノ
ル
マ
ン
ス
・
ペ
ン
ケ
駐
日
大

使
は
、
団
員
35
人
の
熱
演
を
讃
え
ま
し
た
。

東
中
吹
奏
楽
部
が
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
初
コ
ン
サ
ー
ト

東
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サ
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サ
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新
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、晴
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着
の
門
出
に
59
人
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の
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ボ
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の
英
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り
上
が
り

「
ボ
ク
ら
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！
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の
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今
年
も
登
場
、旭
大
生
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

今
年
も
登
場
、旭
大
生
は
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

　

１
月
５
日
、
大
雪
消
防
組
合
東
川
消
防
団

（
金
盛
勇
松
団
長
）
が
消
防
出
初
め
式
を
行

い
、
災
害
ゼ
ロ
の
新
た
な
年
明
け
を
誓
い
ま

し
た
。

　

午
前
10
時
、
気
温
氷
点
下
15
・
９
度
。
ピ

リ
ッ
と
冷
え
込
ん
だ
曇
り
空
な
が
ら
穏
や
か

に
一
年
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。
役
場
庁
舎
前

に
町
内
５
分
団
87
人
の
う
ち
74
人
が
参
列
。

松
岡
市
郎
町
長
、
浜
辺
啓
議
会
議
長
ら
町
議

会
議
員
の
団
観
閲
後
、
道
道
旭
川
旭
岳
温
泉

線
（
通
称
基
線
道
路
）
約
５
０
０
㍍
を
分
列

行
進
し
て
勇
姿
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

出
初
め
式
後
、
東
川
町
農
協
大
ホ
ー
ル
で

功
績
者
20
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
者
は

次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

◇
町
長
表
彰

　

勤
続
35
年　

金
盛
勇
松（
団
長
）▼
同
30
年　

原
功

一（
第
３
分
団
長
）▼
同
25
年　

林
克
政（
第
２
同
）、河

治
均（
第
５
副
分
団
長
）、馬
場
伸
二（
第
５
分
団
部
長
）

▼
同
20
年　

畑
中
貴
樹（
第
４
同
）▼
同
15
年　

畑
中

雅
晴（
同
同
）、中
田
博
之（
第
３
団
員
）▼
同
10
年　

丸

山
弘
二（
第
２
同
）、宮
﨑
充
嗣（
第
３
同
）

◇
大
雪
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

　

勤
続
20
年　

山
中
伸
幸（
第
２
部
長
）、畑
中
貴
樹

◇
北
海
道
知
事
表
彰

　

勤
続
30
年　

原
功
一
▼
同
20
年　

畑
中
貴
樹
▼
同

10
年　

丸
山
弘
二
、宮
﨑
充
嗣

◇
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

　

勤
続
30
年　

原
功
一
▼
同
20
年　

山
中
伸
幸
、畑
中

貴
樹
▼
同
10
年　

山
田
克
宏（
第
４
班
長
）、米
田
紀
興

（
第
１
団
員
）、長
沢
卓
哉（
同
同
）、石
澤
昌
敏（
同
同
）、

丸
山
弘
二
、宮
﨑
充
嗣
、阿
部
茂（
第
５
団
員
）

◇
東
川
消
防
団
連
合
後
援
会
長
表
彰

　

勤
続
５
年　

藤
川
晴
貴（
第
４
団
員
）、佐
竹
国
広

（
第
５
同
）、堀
部
祥
広（
同
同
）▼
感
謝
状　

尾
池
紀
泰

（
第
１
元
後
援
会
長
）

れ
し
い
。
あ
と
２
年
間
日
本
語
の
勉
強
と
仕

事
に
頑
張
り
た
い
」
と
喜
び
ま
し
た
。

　

松
岡
市
郎
町
長
は
、
高
校
卒
業
後
プ
ロ
ボ

ク
サ
ー
を
経
て
独
学
で
建
築
設
計
を
学
び
、

24
歳
で
一
級
建
築
士
の
資
格
を
取
っ
て
独
立

し
た
著
名
な
日
本
人
建
築
家
、
安
藤
忠
雄
さ

ん
を
例
に
挙
げ
「
自
ら
考
え
て
立
ち
向
か
う

闘
争
心
、
持
続
力
、
感
性
力
が
大
事
。
こ
の

３
つ
が
あ
れ
ば
す
べ
て
が
よ
く
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
青
春
の
心
を
持
つ

こ
と
」
と
門
出
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

１
月
12
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

開
い
た
成
人
式
で
59
人
が
社
会
人
と
し
て
新

た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
は
昨
年
よ
り
13
人
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
農
業
研
修
生
と
し
て
来
日
し

て
い
る
中
国
人
女
性
２
人
も
出
席
。
昨
年
３

月
に
来
日
し
た
季
雪
（
リ
・
シ
ェ
）
さ
ん
は

「
日
本
の
成
人
式
に
出
席
出
来
て
と
て
も
う

　

昨
年
12
月
21
日
か
ら
３
日
間
、

旭
川
大
学
の
学
生
が
第
三
地
区

の
お
年
寄
り
世
帯
な
ど
に
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
し

て
巡
回
訪
問
し
ま
し
た
。

　

４
、
５
人
ず
つ
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

と
手
作
り
の
カ
ー
ド
を
手
に
20

世
帯
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

32
区
の
安
井
ハ
ツ
さ
ん

（
90
）
は
、
毎
年
の
来
訪
を
心
待
ち
に
出
迎

え
ま
し
た
。

　

ハ
ツ
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、
ケ
ー
キ

と
カ
ー
ド
の
ほ
か
に
、
３
年
前
の
来
訪
時
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
取
材
し
て
放
送
し
た
時
の

録
画
ビ
デ
オ
。
放
送
時
に
番
組
を
見
な
か
っ

旭
川
医
大
か
ら
中
継
、イン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
健
康
医
学
講
座

旭
川
医
大
か
ら
中
継
、イン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
健
康
医
学
講
座

防
災
の
誓
い
新
た
、新
年
出
初
め
式

防
災
の
誓
い
新
た
、新
年
出
初
め
式

た
そ
う
で
、
当
時
の
様
子
を
な

つ
か
し
そ
う
に
思
い
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

ハ
ツ
さ
ん
は
訪
問
し
て
く
れ

た
学
生
た
ち
に
、
ほ
く
ほ
く
の

サ
ツ
マ
イ
モ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

み
ん
な
の
顔
が
ほ
こ
ろ
び
ま
し

た
。

　

今
年
は
韓
国
留
学
生
３
人
を

含
め
27
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
・
ル
ン
ベ
ル
旭
川

（
奈
良
信
子
代
表
）
の
応
援
で
活
動
資
金
も

出
来
た
の
で
、
活
動
内
容
も
拡
大
。
同
大
近

く
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
訪
問
、
第
三
小
児
童

と
一
緒
に
第
三
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
子
供
ク
リ
ス
マ
ス
会
も
開
き
ま
し
た
。
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原
始
人
と
青
春
の
心
！

俳　

句

　

「
若
者
よ　

原
始
人
に
戻
れ
」
は
日
本
を
代

表
し
、
世
界
で
活
躍
す
る
建
築
家
、
安
藤
忠
雄

氏
（
72
）
の
講
演
会
で
の
話
で
あ
る
。
現
在
の

若
者
に
安
藤
忠
雄
と
言
っ
て
も
知
ら
な
い
人
が

多
い
よ
う
だ
。
建
築
と
い
う
一
般
の
人
々
に
は

な
じ
み
の
薄
い
分
野
で
も
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。

　

安
藤
氏
に
つ
い
て
調
べ
て
見
る
と
、
経
歴
が

多
彩
で
あ
る
。
高
校
時
代
に
拳
闘
（
ボ
ク
シ
ン

グ
）
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
、
「
グ
レ
ー
ト

安
藤
」
の
リ
ン
グ
名
で
闘
い
、
戦
績
は
13
勝
３

敗
７
分
け
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
拳
闘
で

は
飯
は
食
え
な
い
。
見
当
違
い
」
と
あ
き
ら
め
、

海
外
へ
見
聞
を
広
め
る
武
者
修
行
へ
と
出
か
け
、

感
性
を
磨
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

高
校
卒
、
独
学
24
歳
で
一
級
建
築
士
の
資
格

を
取
得
し
、
28
歳
で
自
ら
の
建
築
事
務
所
を
構

え
て
い
る
。
そ
の
後
、
東
京
大
学
教
授
や
著
名

な
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
な
ど
で
客
員
教
授
を
歴
任

し
て
い
る
。
声
は
ガ
ラ
ガ
ラ
、
自
ら
顔
は
原
始

人
だ
と
言
う
。
実
際
に
会
う
と
不
思
議
な
こ
と

に
原
始
人
に
見
え
て
く
る
。

　

安
藤
氏
曰
く
、
「
若
者
の
顔
は
原
始
人
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
い
る
」
と
言
う
。
容
姿
を
指
し
て

い
る
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
原
始
人
に
は

少
な
く
て
も
３
つ
の
力
、
「
発
想
力
、
持
続
力
、

直
観
力
」
が
あ
っ
た
。
発
想
力
で
自
ら
考
え
、

目
標
に
向
か
っ
て
闘
う
闘
争
心
が
あ
る
力
、
そ

し
て
持
続
力
は
「
し
ぶ
と
さ
」
を
指
摘
し
、
自

分
た
ち
で
誇
れ
る
も
の
を
自
分
た
ち
で
創
る
力

で
あ
る
と
。
最
後
の
直
観
力
で
あ
る
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
に
出
会
っ
て
刺
激
を
受
け
感
性
を

磨
く
力
だ
そ
う
で
あ
る
。
現
在
の
若
者
か
ら
は

こ
の
３
つ
の
力
が
ど
う
も
抜
け
落
ち
て
し
ま
い
、

た
く
ま
し
さ
を
感
じ
な
い
と
い
う
。

　

人
間
は
生
涯
「
青
春
の
心
」
を
持
ち
続
け
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
も
説
く
。
米
国
の
実
業

家
、
サ
ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
の
「
青
春
の
詩
」

の
一
節
、
「
青
春
と
は
人
生
の
一
時
期
の
こ
と

で
は
な
く
心
の
あ
り
方
の
こ
と
だ
。
若
く
あ
る

た
め
に
は
創
造
力
、
強
い
意
思
、
情
熱
、
勇

気
…
冒
険
へ
の
希
求
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

人
間
は
年
齢
を
重
ね
た
時
老
い
る
の
で
は
な
い
、

理
想
を
な
く
し
た
時
老
い
る
の
で
あ
る
」
と
紹

介
し
て
い
た
。

　

若
者
ば
か
り
で
な
く
、
わ
れ
わ
れ
も
安
藤
氏

の
よ
う
に
原
始
人
の
力
と
青
春
の
心
を
失
わ
な

い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

節
料
理
黒
豆
三
粒
残
り
お
り

ど
ん
ど
火
を
囲
み
ふ
る
里
同
じ
う
す

雪
だ
る
ま
き
っ
と
手
が
で
る
足
が
あ
る

除
夜
の
鐘
雪
つ
れ
だ
ち
て
舞
い
初
む
る 

春
待
ち
て
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
出
し
て
み
る

携
え
し
手
と
手
見
送
る
駅
は
雪 

吹
雪
の
中
会
え
る
と
信
じ
冬
の
駅 

雪
だ
る
ま
炭
の
く
ち
び
る
一
文
字

新
年
の
太
鼓
花
火
の
め
で
た
さ
よ

着
ぶ
く
れ
て
日
の
目
み
ぬ
句
を
愛
お
し
む

天
上
と
地
上
を
う
な
が
す
雪
の
舞

子
等
の
夢
両
眼
に
託
す
雪
達
磨 

書
き
初
め
の
は
み
だ
し
そ
う
な
雪
だ
る
ま 

雪
だ
る
ま
ポ
リ
バ
ケ
ツ
か
ら
戦
斗
帽

角
巻
も
亡
母
の
行
李
も
断
捨
離
し

ダ
イ
エ
ッ
ト
か
な
わ
ぬ
夢
か
寝
正
月

解
け
な
い
で
そ
の
ま
ま
い
て
ね
雪
だ
る
ま

じ
い
ち
ゃ
ん
の
孫
だ
っ
こ
す
る
師
走
か
な

高　
瀬　
　
　
潤

石　
澤　
清　
宏

澤　
田　
久
美
子

松　
山　
蓉　
子

三　
島　
　
　
智

若　
田　
　
　
郁

本　
田　
　
　
咲

山　
内　
み　
ゆ

長
谷
川　
き
み
ゑ

小　
林　
ろ　
ば

高　
橋　
公　
花

杉
山　
ひ
ろ
の
り

保　
科　
な　
ほ

徳　
光　
吐　
苦

杉　
山　
り　
つ

山　
口　
佐
知
子

横　
田　
則　
子

若　
田　
　
　
久

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

原
始
人
と
青
春
の
心
！

俳　

句

俳　

句
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大雪山の素顔
自分のための体験
　最近テレビがつまらなくなってきました。テレビ
の内容がつまらなくなってきたのかもしれませんが、
自分自身の考え方や好みも大きく変わってきたよう
に感じています。特に年末年始の番組を眺めている
と、見ていようという気持ちがどんどんなくなって
きます。
　芸能人を格付けする番組ではワインの味から値段
の高低を判断させますが、私がそのワインを飲める
わけではありません。ただ判断する様子を見ている
だけです。またタレントが延々と料理する様子を見
ているだけの番組も多いですね。これも自分たちが
料理を作れるわけでも食べられるわけでもありませ
ん。
　ニュースやドキュメンタリーなどメッセージ性の
強いプログラムや、音楽、ドラマ、映画など、テレ
ビが持つ良さを否定するつもりはありません。自然
に関する仕事をしていながら、テレビ大好きで今ま
でよく見てきました。それでも徐々にテレビから離
れつつあります。

　昨年末、息子と２人で森へ出かけました。スノー
シューをはいて森を歩くと、いろいろな発見があり
ます。ぐにゃりと曲がって椅子のように座れる木、
くるくると巻きつくツル、クリスマスツリーのよう
なトドマツ、こわごわとのぞき込む崖の上から見る
小川、たくさんの動物たちの足跡、転んでもいたく
ない雪の柔らかさ、自分の足で歩く楽しさと辛さ…。
　これはどんなにテレビを見ていても体験できない、
自分のための体験です。野外では寒いことも疲れる
こともあります。転んだり不安になったりもします。
だけどそんなことすらも私たちにとって必要な経験
なのではないでしょうか。家の中に閉じこもりがち
な厳冬期ですが、一歩足を踏み出せば自分の体で感
じる世界が待っています。テレビに飽きている自分
に気づいたら、ぜひ森へ出かけることをお勧めしま
す。

　　　　　　

　

表
紙
に
朱
筆
で
「
永
年
保
存
」
と
書
か

れ
た
書
類
が
役
場
庁
舎
地
下
の
書
庫
に
大

切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
「
本
で
知
る
ふ
る
さ
と
の

山
」
の
こ
の
欄
で
書
く
の
は
ど
ん
な
も
の

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
興
味
深
い

記
録
な
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

紙
が
ポ
ロ
ポ
ロ
欠
け
そ
う
な
古
い
書
類

の
束
は
、
大
正

五
年
以
降
の

「
陸
地
測
量
書

類
一
拮
（
か

つ
）
」
で
す
。

そ
の
中
に
１
９

１
６
（
大
正
５
）

年
、
陸
地
測
量

部
測
量
手
か
ら

村
に
問
い
合
わ

せ
て
き
た
は
が

き
が
と
じ
て
あ

り
ま
す
。
内
容

は
、
東
川
村
で

は
「
倉
沼
川
」
と
い
っ
て
い
る
が
東
旭
川

村
は
「
ク
ラ
ロ
マ
イ
川
」
と
記
載
し
て
い

る
、
い
っ
た
い
、
ど
ち
ら
が
現
今
最
も
適

当
と
す
べ
き
も
の
な
の
か
。

　

村
は
、
陸
地
測
量
部
の
書
式
に
の
っ
と

っ
て
村
内
の
道
路
、
山
岳
、
河
川
、
瀑
布

（
ば
く
ふ
）
、
温
泉
の
一
覧
表
を
作
っ
て

答
え
て
い
ま
す
。
川
は
倉
沼
川
と
書
い
て

あ
り
、
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
興
味
深

い
の
は
瀑
布
の
と
こ
ろ
で
す
。

　

礦
泉
瀧
（
こ
う
せ
ん
た
き
）
。
一
名
羽

衣
瀧
ト
称
ス
忠
別
川
ノ
支
流
ア
イ
シ
ポ
ッ

プ
川
ニ
ア
リ
高
サ
百
五
十
六
尺
（
約

4
7
・
３
㍍
）
。

　

村
は
当
時
、
鉱
泉
滝
と
呼
び
、
別
名
、

羽
衣
の
滝
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
で
し
た
。
１
９
１
７

（
大
正
６
）
年
に
も

「
礦
泉
瀧
（
カ
ウ
セ
ン

ダ
キ
）
一
名
羽
衣
瀧
」

と
振
り
仮
名
入
り
で
書

い
て
あ
り
ま
す
。
１
９

２
１
（
大
正
10
）
年
に

な
る
と
鉱
泉
滝
は
消
え

て
羽
衣
ノ
瀧
だ
け
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

羽
衣
の
滝
の
命
名
に

つ
い
て
は
昨
年
、
広
報

７
月
号
の
こ
の
欄
で

「
謎
の
迷
宮　

羽
衣
の

滝
」
と
し
て
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
時
は

ま
だ
「
陸
地
測
量
書
類
一
拮
」
に
礦
泉
瀧

と
い
う
記
録
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
は
、
い
つ
、
ど
な
た
が
羽
衣

の
滝
と
名
付
け
た
の
か
。
相
変
わ
ら
ず
、

分
か
ら
な
い
ま
ま
で
す
。

町
史
編
さ
ん
専
門
員
、
西
原
義
弘

N
atu

re C
o
lu

m
n

（
ネ
ー
チ
ャ
ー 

コ
ラ
ム
）

自
然
解
説
員
な
ど
で
活
躍
す
る
人
た
ち
を
リ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

大雪山の素顔

N

自

東
川
村
の
礦
泉
瀧
っ
て
、
ど
こ
の
滝
？

役場書庫に永年保存されている「陸地測量書類一拮」

NPO（特定非営利活動）法人ねおす
大雪山自然学校代表

小林　峻
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A word from another world

英語教育指導員　宮地晶子の

エイゴノマナビカタ

A word from another worldNo.28
Groundhog Day   Catrina Caira 
In Canada and the United States we celebrate Groundhog Day on February 2nd.  According to 
tradition, if it is cloudy when the groundhog emerges from its burrow on this day, then spring will 
come early; if it is sunny, the groundhog will see its shadow and retreat back into its burrow, and 
the winter weather will continue for six more weeks.  Today we hold early morning festivals to 
watch the groundhog emerge from its burrow.  !ese groundhogs are often named, well known and 
will make the news.  !e largest Groundhog Day celebration is held in Punxsutawney, Pennsylva-
nia. 
!is is not surprizing since the celebration began as a Pennsylvania German custom in th e18th 
and 19th centuries.  Groundhogs day has its origins in ancient Europe where a badger or sacred 
bear was the prognosticator instead of the groundhog.  !e celebration is similar to the pagan 
festival of Imbolc, the seasonal turning point of the Celtic calendar; Traditionally celebrated on 
February 1st, which also involves weather prediction.  !ere are also some loose similarities to St. 
Swithun’s Day in July.
!e "rst documented American reference to Groundhog Day can be found in a diary entry, ]dated 
February 4, 1841, of Morgantown, Pennsylvania, storekeeper James Morris, he says the Germans 
celebrated the holiday on Candlemas, February 2nd

第104回

キンドルで多読
　「先生、これ読みましたよ」。学校祭での出来事。バザー
の券を売るのに夢中な私が驚いて顔を上げると、洋書を手
にした懐かしい卒業生の顔が。忙しいのに、わざわざ返し
に来てくれるなんて感激です。それに比べて私ときたら図
書室が充実したのをいいことに日本語の本ばかり読んでい
ます。反省してまずはその本を読むことにしました。
　本は宮崎駿監督が映画化した「ハウルの動く城」の原作
Diana Wynne Jones著、 Howl’s Moving Castle.おもし

ろくて一気読みした私は、もっと洋書を読もう、と書店へ。し
かし洋書は高い。「初老男性が解雇され、ひょんなきっかけ
でスターバックスで働くことに」というおもしろそうな本
（How Starbucks Saved My Life　Michael Gates Gill
著、邦題「ラテに感謝」）が1,800円ほど。「うーん、読みたい、
でも高い！」。
　というわけで、あれこれ調べているうちに、これを1,000
円で読む方法を見つけました！それが電子書籍リーダー
Kindle(キンドル)。米国の通販サイト、アマゾンの製品なの
で、洋書が豊富で安く買えます。
　見た目は17㌢㍍×11㌢㍍角の大きさで、ちょっと大きなス
マホという感じ。たった200㌘で軽くていいなと思ったら、
実際は持つ必要すらない。机に置いてページをめくる時に
軽くタッチするだけでいい。腕の弱い私には最高です。文
字の大きさを変えられるので、字が小さくてあきらめていた
本も読めます。なんだかキンドルの宣伝みたいですが、私と
しては、ぱっと世界が広がった気持ちでいます。英語力アッ
プに多読は不可欠。4,000冊は保存できるというので、安心
して多読できますよ。皆さんもいかがですか。

【ちょっと豆知識】
宮地晶子

　パンクサトーニーで天
気を占うグラウンドホッグ
は、代々フィルという名前
です。フィルは実は冬眠も
していないのですが、その
日、切り株型の小屋から
引っ張り出される形で出
てきます。そしてシルクハ
ットとタキシード姿の人
間が、グラウンドホッグ語
のお告げの言葉を人間の
言葉にして読み上げると
か。天気を正しく占う確
率はかなり低そうですが、
楽しみにしている人が多
い年中行事です。

（訳：宮地晶子）

グラウンドホッグ・デー　カトリーナ・カイラ
　カナダやアメリカでは２月２日はグラウンドホッグ・デーという祝日です。言い伝えでは、この日グラウンドホッグ（ウッド
チャック）が巣穴から出たとき、曇りなら春が来るのが早く、晴れていたら、もう６週間冬が続くと言われています。晴れだと
自分の影を見ておびえて巣穴に戻ってしまうからです。今は毎年、早朝からウッドチャックが出てくるのを待つ祭りがありま
す。このウッドチャックは名前もあり、有名で、ニュースになります。ペンシルバニアのパンクサトーニーで行われるのが一
番大きい祭りです。
　もとは18～19世紀、ペンシルバニアのドイツ系住民の習慣として始まったことを考えれば、これも不思議ではありませ
ん。古代ヨーロッパに起源があり、予言をするのはアナグマや聖なる熊でした。またケルト民族のケルト暦で季節の変わり
目の祭り、インボルクにも似ています。こちらは昔から２月１日に行われ、同じように天候を予測します。また７月のスウィ
ジンズ・デーとも少し共通点があります。
　グラウンドホッグ・デーの最初の記述が出てくるのが、ペンシルバニア・モーガンタウンの店主、ジェイムズ・モリスの
1841年２月４日付けの日記で、そこにはドイツ人が２月２日に聖燭祭（せいしょくさい）を祝うことも書かれています。
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貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245貸し出し図書・ビデオ紹介 文化交流館 ☎82－4245

第
９
回

第

૝
Ჭ
Ɯ
๏
ໂ
ƚ

ミ
ニ
家
庭
医
学
講
座

　

寒
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

気
温
が
下
が
る
と
大
気
に
含
ま

れ
る
水
分
量
が
減
り
、
暖
房
に

よ
っ
て
暖
ま
っ
た
室
内
の
湿
度

は
非
常
に
低
く
な
り
、
皮
膚
や

粘
膜
の
乾
燥
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
診
察
室
で
は
、
衣

服
を
脱
ぐ
と
粉
を
ふ
い
た
よ
う

な
肌
を
し
て
、
痒
（
か
ゆ
）
み

を
訴
え
る
方
も
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
皮
膚
を
保
護
し
て
い

る
皮
脂
（
脂
分
）
が
少
な
く
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皮
膚
の
乾

燥
が
進
み
、
角
層
（
皮
膚
の
一

番
表
面
の
層
）
が
破
壊
さ
れ
て

い
る
状
態
で
す
。

　

角
層
は
皮
膚
の
外
か
ら
の
異

物
の
侵
入
を
防
ぎ
、
皮
膚
の
中

の
水
分
を
保
つ
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
乾
燥
肌
は

小
児
や
高
齢
者
に
多
く
、
痒
み

が
辛
く
て
夜
眠
れ
な
か
っ
た
り
、

ひ
っ
か
い
て
傷
に
な
っ
た
り
、

赤
く
炎
症
を
お
こ
し
た
湿
疹

（
し
っ
し
ん
）
と
な
っ
て
治
療

が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

痒
く
な
り
や
す
い
場
所
は
、

足
の
す
ね
、
腰
か
ら
お
腹
の
側

面
が
多
く
、
次
に
肩
や
太
も
も
、

腕
な
ど
に
も
起
こ
り
ま
す
。
湿

疹
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
炎
症
を
抑
え
る
成
分
を
含

む
軟
膏
（
な
ん
こ
う
）
な
ど
を

短
期
間
使
用
し
ま
す
。
痒
み
が

辛
い
場
合
に
は
、
か
ゆ
み
止
め

の
飲
み
薬
を
使
用
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

予
防
の
た
め
に
は
、
①
加
湿

器
や
濡
れ
た
布
類
を
干
す
こ
と

で
室
内
の
湿
度
を
6
0
㌫
以
上

に
保
つ
こ
と
②
入
浴
時
は
せ
っ

け
ん
や
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
の
使

用
は
控
え
、
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル

や
ス
ポ
ン
ジ
で
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
③
入

浴
後
は
す
ぐ
に
皮
膚
に
油
分
と

水
分
を
補
う
保
湿
剤
を
塗
る
こ

と
―
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

入
浴
後
は
肌
の
油
分
が
流
れ

落
ち
、
肌
に
つ
い
た
水
滴
が
蒸

発
す
る
際
に
皮
膚
の
水
分
ま
で

一
緒
に
蒸
発
し
て
し
ま
う
た
め
、

速
や
か
に
皮
膚
に
ク
リ
ー
ム
や

ロ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
油
分
を
補

い
、
水
分
の
蒸
発
を
防
ぐ
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最

近
は
効
果
的
な
保
湿
因
子
を
含

ん
だ
保
湿
剤
が
手
に
入
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
日
１
、

２
回
、
入
浴
後
や
、
皮
膚
が
か

さ
か
さ
し
て
き
た
際
に
は
早
め

に
保
湿
剤
を
塗
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

★本、ＤＶＤの蔵書リクエストをお受けしています★
1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間

貸し出し検索 ☞ http://www.lib-finder2.net/higashikawa/servlet/Index

極限世界の生き物図鑑（児童書）
監修：長沼 毅　刊：PHP研究所

　乾燥した猛暑
の砂漠、一年中
極寒の南極、北
極、光のまったく
届かない洞窟や
深海。人間には
とても住めなさそ
うな場所にも、実
はたくさんの生き
物が住んでいま

す。そういう生き物は、私たちの身の回り
にいる生き物が進化して姿や性質を変え
ただけなのです。私たちが想像するより
ずっとたくましい生き物の生態と特徴を
写真とともにやさしく紹介。

北のカナリアたち（DVD、映画）
東映

　北海道の離島の
小学校に赴任した
女教師、はるは、児
童たちの歌の才能
に気付いた。合唱を
通して子どもたちの
心を明るく照らすが、
ある日衝撃的な事
故が彼らを襲う。そ
の出来事ではるは

島を追われ、児童たちもそれぞれ心に深い傷を
残してしまう。20年後、それぞれがあの時に言
葉にできなかった想いを語り合い、凍てついて
いた感情が真実となって氷解する。（１２２分）

フライングガール（一般書）
著：松原孝臣　刊：文藝春秋

　２０１４年ソチ・
オリンピックから
正式競技となっ
た女子スキージ
ャンプ。「女子に
は無理」「ショー
じゃないんだ」と、
頭から参加を否
定されてきた時
代から20年余。

日本の女子ジャンプはひとつ、またひとつ
と困難を乗り越え、ついに世界の頂点に
たどり着いた。先駆者の山田いずみから
17歳の世界王者、高梨沙羅まで、日本女
子ジャンプ成長の物語。

古
川
倫
也
＝
東
川
町
立
診
療
所
副
所
長

　

札
幌
市
生
ま
れ
、
39
歳
。
２
０

０
１
（
平
成
13
）
年
旭
川
医
科
大

学
医
学
部
卒
。
２
０
０
５
（
同

17
）
年
北
海
道
家
庭
医
療
学
セ
ン

タ
ー
家
庭
医
療
専
門
医
研
修
修
了
。

日
本
医
師
会
認
定
ス
ポ
ー
ツ
医
、

同
会
認
定
産
業
医
。

冬
場
の
ス
キ
ン
ケ
ア
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一 般 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

合　　計

会計区分

区　　分

102,906
260,696
411,726
68,450
843,778

歳入決算額
102,760
260,646
385,497
61,354

810,257

歳出決算額
146
50

26,229
7,096
33,521

実質収支額

区　　分

後期高齢者医療保険料
国 民 健 康 保 険 料
介 護 保 険 料 46,155

100,576
22,035

調定額
45,921
95,959
21,980

収入額
0
0
0

不納欠損額
234

4,617
55

収入未済額
99.49
95.41
99.75

収納率

一世帯当たり

120,530
128,865

給付費総額

249,395

受給者数
1,027
364

1,391

居宅介護サービス等給付費
施設介護サービス等給付費

合　　計

97,801
295,020
149,410

一人当たり給付費

414,041
4,469

926,473

医 療 費 総 額
受 給 者 数
一人当たり医療費

（万円）
（人）
（円）

一人当たり
前期高齢者
全 体

642,274
332,890
489,336

保険料収納状況

介護給付費の状況

大雪地区広域連合歳入歳出決算額

国民健康保険被保険者医療費の動向 後期高齢者医療被保険者医療費の動向

大雪地区広域連合からのお知らせ

大雪地区広域連合、24年度決算の概要大雪地区広域連合、24年度決算の概要大雪地区広域連合、24年度決算の概要

【一般会計】
　24年度は保険者として大雪地区広域連合が業務を開始し
９年目となりました。
　業務は派遣職員６人、専任職員４人で行いました。関係町、
関係機関と協議を行いながら、住民サービスの低下を招くこと
なく効率的に事務処理を進めました。

【介護保険特別会計】
　24年３月策定の第５期介護保険事業計画（24-26年度）に
計上した要介護高齢者数の現状と将来推計などを踏まえ、住
み慣れた地域で高齢者が安心して暮らし続けられるよう円滑
な事業運営と給付の実施を進めました。
　介護保険料は、介護保険事業計画に基づき、第６段階であ
る標準的な年額保険料を６万1,200円（月額5,100円）として
います。
　24年度末現在の介護給付費準備基金は7,517万円となり、
介護保険料抑制のため有効な活用を図ります。

【国民健康保険特別会計】
　被保険者の負担軽減と安定化、平準化を図りながら最少の

負担で医療給付を受けられるように料率を設定しました。保険
料は住民福祉の向上と公平負担の確保という制度の基本に
立ち、関係町と協議を重ねて健全経営ができるよう国民健康
保険運営協議会に諮問を行い、東川、美瑛、東神楽３町の被
保険者に必要な保険給付費を見込んで決定しました。
　療養給付費（費用額ベース）は29億8,336万円となり、２億
6,229万円の余剰金が生まれました。過年度の療養給付費等
交付金が追加交付されたことなどによるものです。
　24年度末現在の財政調整基金は１億2,311万円となり、今
後の国保財政安定化に向けた財源として活用します。

【後期高齢者医療特別会計】
　後期高齢者医療制度は、旧老人保健制度に代えて平成20
年度から運用しています。
　事業主体は北海道後期高齢者医療広域連合で、申請や被
保険者証の交付、保険料の徴収事務などは大雪地区広域連
合で行っています。
　納付保険料、３町の被保険者にかかる医療給付費の負担
分は北海道後期高齢者医療広域連合に納付しています。療養
給付費（費用額ベース）は41億4,041万円となっています。

　昨年12月に開いた第３回大雪地区広域連合議会定例会で、24年度一般会計、３特別会計の決算をそれぞれ
認定しました。決算概要をお知らせします（四捨五入処理のため実際の決算額と異なる場合があります）。

（円）

（万円）

（現年分、万円・％）

（万円） （円）（人）
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くらし
・

ネットワーク

税務課課税室

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

国
民
年
金
の
種
別
変
更
届
を
忘
れ
ず

に　
国
民
年
金
の
加
入
種
別
は
３
種
類
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
て
国

民
年
金
制
度
に
加
入
す
る
時
に
届
け
出

る
だ
け
で
な
く
、
種
別
変
更
届
が
必
要

で
す
。

　

種
別
と
は
、
被
保
険
者
の
加
入
形
態

を
分
け
て
い
る
被
保
険
者
の
種
類
で
す
。

農
・
魚
業
者
、
自
営
業
者
、
学
生
、
フ

リ
ー
タ
ー
な
ど
の
職
業
の
方
は
「
第
１

号
被
保
険
者
」
、
会
社
員
、
各
種
団
体
、

公
務
員
な
ど
事
業
所
勤
務
者
は
「
第
２

号
被
保
険
者
」
、
第
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
主
婦
な
ど
は
「
第
３

号
被
保
険
者
」
と
い
い
ま
す
。

　

種
別
変
更
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、

将
来
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
手
続
き
は
年
金
手
帳
を
添
え

て
、
そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

▼
第
１
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合

日
時　

２
月
10
日
（
月
）
午
後
５
時
15

　

分
〜
同
８
時

場
所　

役
場
１
階
税
務
課
（
４
番
窓
口
）

 

定
住
促
進
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
室
（
☎
内
線

１
１
１
）

料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
８
％
へ
の
引

き
上
げ
改
定
に
伴
い
、
次
の
利
用
料
金

が
改
定
に
な
り
ま
す
。

▼
浄
化
槽
汚
泥
収
集
運
搬
料
金
（
㈲
旭

川
市
浄
化
槽
汚
で
い
搬
送
セ
ン
タ
ー
）

　

汚
泥
収
集
料
金
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

５
円
か
ら
同
５
円
50
銭
（
内
税
）
に
改

定
。

▼
狂
犬
病
予
防
接
種
料
金
（
旭
川
獣
医

師
会
）

　

基
本
料
２
千
３
７
３
円
に
消
費
税
１

８
７
円
を
加
算
し
２
千
５
６
０
円
。

 

税
務
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
収
納
室
☎
（
内
線

１
２
１
、
１
２
２
）

夜
間
の
税
納
付
と
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
す

　

町
税
、
各
種
公
的
負
担
金
を
期
限
内

に
納
付
い
た
だ
け
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い

方
を
対
象
に
夜
間
の
納
付
と
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

納
付
が
遅
れ
る
と
督
促
状
送
付
、
さ

ら
に
延
滞
金
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
、

滞
納
が
続
く
と
財
産
調
査
や
滞
納
処
分

（
給
料
、
銀
行
預
金
な
ど
差
し
押
さ
え
、

不
動
産
、
動
産
の
公
売
な
ど
）
を
実
施

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
願

い
ま
す
。

　

今
回
の
相
談
対
象
は
、
町
税
、
国
民

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
公
営
住
宅
使
用
料
、

下
水
道
使
用
料
、
保
育
料
な
ど
で
す
。

　

○
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
し
た
時

（
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合
を
除

く
）
○
第
１
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
方

が
扶
養
し
て
い
る
妻
な
ど
被
扶
養
配
偶

者
（
第
３
号
被
保
険
者
）
。

　

▼
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合　

第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３
号
被
保

険
者
が
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
場
合
。

　

▼
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
場
合　

厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
方
の
被

扶
養
配
偶
者
。

　

▼
手
続
き　

①
第
１
号
被
保
険
者
は

役
場
の
国
民
年
金
窓
口
②
第
２
号
被
保

険
者
は
勤
務
先
の
事
業
所
、
各
種
団
体
、

官
公
庁
で
③
第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶

者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
。

　

詳
し
く
は
旭
川
年
金
事
務
所
☎
72
|

５
０
０
４

人のうごき　昨年12月16日～1月15日
（敬称略、掲載はご承諾をいただいております）

　
（前月比－
（前月比－
（前月比－
（前月比－

　
7,948人
3,715人
4,233人
3,477戸

4人
7人
23人
26人

　
6人）
4人）
2人）
6戸）

人口・世帯数　12月末日現在
人　口／
　男　／
　女　／
世帯数／
出　生／
死　亡／
転　入／
転　出／

　
父

芳則

　
母
倭王璃
朋子

　
行政区
南町３丁目
東町２丁目

お 誕 生
生まれた子
照井　智士泉
野上　えま

 てるい　      ちおずみ

  のがみ

　
行政区
31区
東町２丁目
東町２丁目
北町２丁目

　
歳
84歳
89歳
64歳
72歳

おくやみ
亡き人
野矢　勇雄
江口　マツヱ
高橋　勉
蝶野　重幸

届出人
野矢　貞子
江口　信清
高橋　百香
蝶野　トモ子

消費税率の引き上げについて
　国、地方を通じた社会保障の安定財源の確保等を図るため、消費税法の一部が改正になりました。

　適用開始日以後に行われる資産の譲渡等のうち一定のものについては、改正前の税率を適用する
こととする経過措置が講じられています。
消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関係）（国税庁ホームページ）
http://www.nta.go.jp
地方税法（地方消費税関係）改正の概要（総務省ホームページ）
http://www.soumu.go.jp/main_content/000257092.pdf

現行
消費税率（国）
地方消費税率（地方）

合計

4.0％
1.0％
5.0％

6.3％
1.7％
8.0％

7.8％
2.2％
10.0％

平成26年4月1日 平成27年10月１日
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く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

①
65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯
②
障
害
者
（
療
育
手

帳
Ａ
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、
２
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
）
と
同
居

す
る
世
帯
③
18
歳
以
下
の
子
を
扶
養

し
て
い
る
世
帯
④
生
活
保
護
世
帯
⑤

東
川
町
福
祉
給
付
金
支
給
条
例
に
基

づ
く
福
祉
給
付
金
受
給
世
帯

▼
給
付
金
額　

1
世
帯
に
つ
き
１
万
円

▼
申
請
時
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、

　

印
鑑

▼
支
給　

申
請
時
に
窓
口
で
１
万
円
分

　

の
商
品
券

▼
申
請
期
限　

２
月
14
日
（
金
）

人
権
擁
護
委
員
、馬
場
氏
を
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
に
伴
っ
て
、

町
の
人
権
擁
護
委
員
に
馬
場
猛
さ
ん
が

再
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
６
日
、
役
場
応
接
室
で
委
嘱
状

（
法
務
大
臣
よ
り
委
嘱
）
を
伝
達
交
付

し
ま
し
た
。

　

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
馬
場
さ

ん
の
ほ
か
、
奥
山
富
雄
さ
ん
、
盛
永
小

夜
子
さ
ん
、
松
林
加
代
子
さ
ん
を
加
え

て
４
人
が
任
命
を
受
け
て
い
ま
す
。
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
、
家
庭
内
の

も
め
ご
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

身
近
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

２
月
20
、
21
両
日
実
施
の
大
腸
が
ん

検
診
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

７
時
間
半
（
土
、
日
、
祝
日
休
み
、

　

別
途
学
校
長
が
定
め
る
日
時
あ
り
）

提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
様
式

も
）
、
運
転
免
許
証
写
し
（
表
、
裏

と
も
）

締
め
切
り　

２
月
21
日
（
金
）

そ
の
他　

面
接
日
は
後
日
通
知

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

決
ま
る

　

東
川
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

本
年
度
受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
町

内
応
募
の
小
、
中
、
高
校
生
の
作
品
の

中
か
ら
48
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
を
対
象
に
昨
年
11
月
、
中
、

高
校
生
を
対
象
に
昨
年
８
│
９
月
に
そ

れ
ぞ
れ
作
品
を
募
集
し
、
前
年
よ
り
15

編
多
い
６
７
４
編
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

◇
金
賞

▼
小
学
生
の
部　

古
杉
美
菜
子
（
第
一

小
）
▼
同
２
年
生　

松
田
幸
祐
（
同
）

▼
同
３
年
生　

鎌
倉
圭
吾
（
同
）
▼

同
４
年
生　

平
賀
奏
（
第
二
小
）
▼

同
５
年
生　

十
河
凜
音
（
東
川
小
）

▼
同
６
年
生　

丸
谷 

銀
治
（
同
）

▼
中
学
生
の
部　

杉
山
七
星
（
東
川
中

　

３
年
）

▼
高
校
生
の
部　

川
上
麗
菜
（
東
川
高

　

校
２
年
）

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用
説
明

会
を
開
き
ま
す

　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
新

年
度
上
半
期
施
設
利
用
説
明
会
（
４

│
９
月
期
）
を
開
き
ま
す
。
定
期
的

に
施
設
を
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
、

各
種
団
体
関
係
者
で
上
半
期
に
利
用

を
計
画
し
て
い
る
方
は
、
上
半
期
分

の
利
用
計
画
書
を
14
日
（
金
）
ま
で

に
事
前
提
出
の
上
、
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

日
時　

２
月
20
日
（
木
）
午
後
６
時

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

ル
ー
ム

お
問
い
合
わ
せ　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
☎
82
│
４
６
０
０

 

保
健
福
祉
課
か
ら

　

福
祉
の
こ
と
と
申
請
の
お
問
い
合
わ

せ
は
社
会
福
祉
室
☎
（
内
線
５
０
２
、

５
０
３
）
、
健
康
と
食
の
こ
と
は
保
健

指
導
室
☎
（
内
線
５
０
４
〜
５
０
７
）
、

高
齢
者
介
護
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（
内
線
５
０
８
、
５
０
９
）

生
活
支
援
支
給
費
の
申
請
は
お
済
み

で
す
か

　

該
当
す
る
世
帯
を
対
象
に
、
昨
年
12

月
か
ら
生
活
支
援
支
給
費
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
対
象
世
帯
に
は
す
で
に
申
請

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請

し
て
い
な
い
方
は
申
請
書
を
持
参
し
て

社
会
福
祉
室
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
世
帯　

平
成
25
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
で
、
以
下
に
該
当
す
る
世

帯
（
⑤
は
非
課
税
世
帯
以
外
の
世
帯

も
該
当
）

で
守
る
」
を
柱
に
、
健
康
の
大
切
さ
を

考
え
ま
し
ょ
う
。
身
近
な
材
料
を
使
っ

て
、
調
理
実
習
を
し
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
、

味
付
け
な
ど
確
認
し
食
生
活
の
見
直
し

と
健
康
を
考
え
ま
し
よ
う
（
希
望
す
る

方
は
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位

を
取
得
可
）

対
象　

町
民
ど
な
た
で
も

日
時　

２
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
１
時
ご
ろ

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

食
べ
て
防
ご
う
生
活
習
慣
病

（
高
血
圧
症
）
、
講
話
、
調
理
実
習

（
希
望
者
に
体
脂
肪
測
定
）

持
ち
物　

筆
記
道
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

　

角
巾
（
食
材
費
の
一
部
１
０
０
円
を

　

負
担
）

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
82
│
５
１
０
０

子
育
て
講
座
の
簡
単
ス
パ
ッ
ツ
づ
く

り　
子
供
用
ス
パ
ッ
ツ
の
簡
単
な
手
作
り

講
座
で
す
。

日
時　

２
月
６
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

同
11
時
半

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

ル
ー
ム

募
集　

10
組
程
度
（
要
予
約
、
当
日
は

　

託
児
あ
り
）

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者
ど
な
た
で

　

も

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
問
診
票
と
一

緒
に
２
日
間
の
検
便
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
本
年
度
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い

方
、
中
で
も
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持

ち
の
方
で
利
用
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ

ひ
有
効
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
便
の
提
出
締
め
切
り
は
21
日
（
金
）

午
前
10
時
ま
で
で
す
（
時
間
厳
守
）
。

町
立
診
療
所
で
の
予
防
接
種
が
予
約

制
に
な
り
ま
し
た

　

す
べ
て
の
定
期
予
防
接
種
が
２
月
か

ら
予
約
制
に
な
り
ま
し
た
。
週
３
回

（
火
、
木
、
金
）
に
接
種
可
能
で
す
。

予
約
は
町
立
診
療
所
☎
82
│
２
１
０
１

女
性
に
対
す
る
暴
力
相
談
窓
口

　

約
10
人
に
一
人
の
女
性
が
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
（
言
葉
の
暴
力
も
含
む
）
に

悩
み
、
苦
し
ん
で
い
る
、
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
被
害
な

ど
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
各
機
関
で
は

内
容
に
よ
っ
て
各
所
に
相
談
窓
口
を
設

け
、
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
相
談
窓
口
の
ご
案
内
は
☎
０

５
７
０
│
０
│
５
５
２
１
０
（
相
談
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
、
ま
た
は
保
健
福
祉
課

へ
。

食
事
か
ら
健
康「
栄
養
教
室
」

　

食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不
足

な
ど
か
ら
起
き
る
生
活
習
慣
病
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
「
自
分
の
健
康
は
自
分

費
用　

当
日
講
師
に
支
払
い
（
８
０
０

　

円
＝
70
〜
１
０
０
㌢
㍍
用
、
千
３
０

　

０
円
＝
１
１
０
〜
１
３
０
㌢
㍍
用
）
、              

受
け
付
け　

２
月
３
日
か
ら
（
先
着
順
）

講
師　

今
井
美
紀
子
さ
ん
（
町
内
在
住
）

内
容　

簡
単
に
作
れ
る
子
ど
も
用
の
ス

　

パ
ッ
ツ

体
験
見
学
会「一緒
に
考
え
よ
う
」

　

３
歳
児
以
上
の
お
子
さ
ん
の
様
子
を

見
学
予
定
で
す
。
昼
食
も
食
べ
ま
す
。

４
月
か
ら
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
入
園
予
定

の
お
子
さ
ん
、
保
護
者
の
方
は
ご
一
緒

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
７
日
（
金
）
午
前
９
時
半

　

〜
正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

ル
ー
ム

募
集　

10
組
程
度

対
象　

３
歳
児
（
平
成
22
年
４
月
２
日

　

以
降
生
ま
れ
）
、
４
歳
児
（
同
21
年

　

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
お
子
さ

　

ん
と
保
護
者

締
め
切
り　

２
月
３
日

内
容　

見
学
体
験
会
（
各
ク
ラ
ス
に
入

　

っ
て
見
学
）

給
食
代　

親
子
１
食
分
１
８
０
円
（
当

　

日
徴
収
）

「
よ
ち
よ
ち
教
室
」を
開
き
ま
す

　

お
子
さ
ん
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

で
す
。
楽
し
く
遊
び
お
友
だ
ち
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉

ち
ゃ
ん
も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

日
時　

２
月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

　

ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
、
親
子
遊
び
と

　

お
話
（
離
乳
食
に
つ
い
て
）
＝
中
村

　

弘
美
（
健
福
祉
課
栄
養
士
）
、
光
島

　

可
緒
梨
、
園
田
多
映
子
（
と
も
に
幼

　

児
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
）

お
父
さ
ん
も
遊
ぼ
う
講
座

　

お
子
さ
ん
と
ゆ
っ
く
り
遊
ぶ
時
間
を

持
て
な
い
と
い
う
お
父
さ
ん
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。
交
流
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ

て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

　

正
午
（
交
流
会
は
午
前
11
時
か
ら
）

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

ル
ー
ム

募
集　

15
組
程
度
（
要
予
約
）

対
象　

乳
幼
児
を
子
育
て
中
の
方

内
容　

雪
遊
び
、
運
動
遊
び
な
ど

交
流
会　

守
屋
陽
子
さ
ん
を
囲
ん
で

（
旭
川
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
相
談

員
）

人
形
劇
観
賞
会
の
ご
案
内

　

劇
団
フ
レ
ッ
プ
の
人
形
観
賞
会
で
す
。

お
子
さ
ん
と
ご
一
緒
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

日
時　

２
月
17
日
（
月
）
午
前
10
時
15

　

分
〜
同
10
時
50
分

 
写
真
の
町
課
か
ら

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
写
真

の
町
推
進
室
☎
（
内
線
５
９
１
、
５
９

２
）

写
真
の
町
実
行
委
員
会
企
画
委
員
を

募
集

　

フ
ォ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
町
の

写
真
文
化
事
業
の
企
画
立
案
、
調
整
、

実
施
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
企
画
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

任
期
は
今
年
４
月
か
ら
３
年
間
。
主

な
業
務
は
①
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
関
す
る
こ
と
②
東
川
賞
の

授
賞
に
関
す
る
こ
と
③
写
真
甲
子
園
に

関
す
る
こ
と
―
で
す
。
多
数
の
申
し
込

み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象　

18
歳
以
上

期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31

　

日
締
め
切
り　

２
月
28
日
（
金
）

東
ア
ジ
ア
写
真
文
化
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催

　

国
内
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
東

ア
ジ
ア
地
域
の
写
真
文
化
の
発
信
拠
点

と
し
て
写
真
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
初
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
も
に
写
真
を
核
と
し
た
町
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
の
一
端
を
担
い
、
写
真
関

係
各
機
関
、
団
体
と
と
も
に
写
真
文
化

の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
話
し
合
い

ま
す
。

ひ
ど
く
吹
き
込
み
が
あ
る
時
は
、
歩
道

の
み
除
雪
す
る
の
が
基
本
。
た
だ
し
悪

天
候
で
除
雪
作
業
が
危
険
と
判
断
し
た

時
は
、
一
時
除
雪
を
中
止
し
、
時
間
帯

及
び
状
況
等
を
判
断
し
た
上
で
除
雪
作

業
を
再
開
す
る
」
と
の
回
答
で
し
た
。

　

町
で
は
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路
で

も
あ
る
た
め
除
雪
の
万
全
を
期
す
る
よ

う
に
改
め
て
要
望
し
ま
し
た
。
今
後
も

皆
さ
ま
が
快
適
に
生
活
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
都
市
建
設
課
公

共
施
設
管
理
室
）

 

教
育
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
内
線
５
８
２
、

５
８
７
、
５
８
８

学
校
公
務
補
を
募
集
し
ま
す

　

学
校
公
務
補
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

採
用　

１
人

資
格　

50
歳
以
下
の
方
で
町
内
在
住
、

　

ま
た
は
在
住
予
定
者
（
要
普
通
自
動

　

車
運
転
免
許
）

採
用
日　

４
月
１
日
（
火
）
（
予
定
）

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

　

３
月
末
（
年
次
更
新
予
定
）

賃
金　

月
額　

21
万
７
千
円
（
予
定
、

　

手
当
あ
り
）
、
社
会
保
険
、
雇
用
保

　

険
適
用

職
務　

学
校
施
設
管
理
、
清
掃
等

勤
務　

月
〜
金
曜
日
の
週
５
日
間
午
前

　

７
時
半
〜
午
後
４
時
半
ま
で
の
間
の

　

同
時
開
催
と
し
て
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
記
念
写
真
展
を
開
き
ま
す
（
裏
表
紙
、

文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
日
程
を
参
照
）
。

日
時　

２
月
９
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

場
所　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内
容　

基
調
講
演
・
（
公
法
）
日
本
写

真
協
会
業
務
執
行
理
事
、
大
平
温
氏
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
パ
ネ

ラ
ー
・
東
川
町
、
神
奈
川
県
相
模
原

市
、
熊
本
県
芦
北
町
、
長
野
県
阿
智

村
、
同
池
田
町
、
韓
国
、
中
国
、
台

湾
各
国
ゲ
ス
ト
）

申
し
込
み　

所
定
の
用
紙
に
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
、
所
属
、
役
職
を
明
記

の
上
、
写
真
の
町
実
行
委
事
務
局

（
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内
）
☎
82
│
４

７
０
０
、
F
a
x
82
│
４
７
０
４

 

地
域
活
性
課
か
ら

　

お
問
い
合
わ
せ
は
☎
（
内
線
２
６
１
、

２
６
２
）

「
町
長
への
手
紙
」への
回
答

　

「
町
長
へ
の
手
紙
」
で
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ご
意
見
に
回
答
し
ま
す
。

　

「
道
道
９
４
０
号
線
（
通
称
５
線
道

路
）
の
除
雪
を
、
土
日
等
の
休
日
も
き

ち
ん
と
し
て
ほ
し
い
」
。

―
道
道
の
除
雪
を
担
当
し
て
い
る
旭
川

建
設
管
理
部
事
業
室
事
業
課
施
設
保
全

室
に
よ
る
と
、
除
雪
出
動
基
準
は
「
深

夜
に
道
路
確
認
を
行
い
、
10
㌢
㍍
以
上

の
積
雪
で
通
行
に
支
障
を
き
た
す
と
判

断
し
た
時
点
で
除
雪
を
行
う
。
歩
道
は
、
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そ の 他
選 考 方 法
入 居 期 限
敷 金
連帯保証人
お問い合わせ

／入居申込者または同居親族が「暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律」第２条第６号に該当する場合には入居できません。
／公営住宅等入居者選考委員会を開いて入居者を決定します。
／2月末日（期限までに入居することが要件）
／家賃の3カ月分
／入居者と同程度以上の所得金額のある方２人（２人の保証人がいない場合は入居取り消し）
／定住促進課住まい室　☎82－2111（内線115、116）

●特定公共賃貸住宅（単身者用）
募集団地 場　所 戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他

入
居
資
格

町内に住所または勤務地を有する方、本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方
１．同居親族がない単身の方
２．収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方
※詳細はお問い合わせください

①
・1戸（1階）
・31,600円～
　　59,600円

アヴニールⅡ
1LDK（39.0㎡） 西町1丁目9番

・オール電化
・家賃のほかに温水器、暖房機、調理器のリース料（月額 
　3,500円程度）を負担。
・自治会管理の共同灯、ポンプ電気代、冬期除雪料は別途。
・駐車場１台

・平成11年
・鉄筋コンクリート造り２階建て
・ユニットバス付き
・物置付き
・ペットは認められません

受付期間 2月3日㈪～同月13日㈭ 定住促進課住まい室受付場所 1戸募集戸数

お申し込みに
必要なもの

特定公共賃貸住宅の入居者を募集します 定住促進課

１．入居申込書
２．住宅等状況申告書
３．所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）
４．地方税の滞納がないことを証明する書類（平成25年１月１日現在町内に住所があった方は同意書で可）
５．世帯全員分の住民票（町外の方のみ）※本籍地の表示は不要
６．その他必要と認める書類
７．印鑑
※下線のついている書類は住まい室に用意しています。
※３、４の書類は、入居予定者の中で所得のある方全員分を提出してください。

社
協
だ
よ
り

　

温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
12
月
16
日
か
ら
1
月
15
日

ま
で
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》

東
町
２
丁
目　
　

江
口　

信
清
様

東
町
２
丁
目　
　

高
橋　

百
香
様

31
区　
　
　
　
　

野
矢　

貞
子
様

31
区　
　
　
　
　

塚
本　
　

敦
様

「
く
ら
し
の
相
談
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
毎
月
第
３

木
曜
日
午
後
１
時
半
か
ら
同
４
時
ま

で
社
協
相
談
室
で
す
。
今
月
の
相
談

日
と
相
談
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

２
月
20
日　

馬
場　

猛

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

く

ら

し
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

１
│
４
５
３
１
、
Ｆ
ａ
ｘ
82
│
２
３

　

４
８
（
東
川
中
学
校
）

町
長
杯
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
の
参
加

チ
ー
ム
募
集

東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

　

第
28
回
東
川
町
長
杯
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　

２
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
10

　

分
（
開
会
式
、
受
け
付
け
は
午
前
８

　

時
45
分
）

会
場　

東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

種
目　

混
成
の
部
、
40
歳
未
満
の
部
、

　

40
歳
以
上
の
部
、
女
子
の
部
（
大
会

　

当
日
の
満
年
齢
）

チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
６
人
以
内

締
め
切
り　

２
月
４
日
（
火
）

参
加
料　

１
人
５
０
０
円

申
し
込
み　

参
加
料
を
添
え
て
所
定
の

　

申
し
込
み
用
紙
で
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

　

タ
ー
へ
（
申
し
込
み
用
紙
は
海
洋
セ

　

ン
タ
ー
、
弁
当
希
望
の
方
は
あ
っ
旋

　

あ
り
）
。

お
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
の
山
鹿
さ
ん

　

（
北
町
）
☎
82
│
３
７
０
５

協
会
結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の

チ
ー
ム
募
集東

川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の

第
28
回
協
会
結
成
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
会
に
当
た
っ
て
、
出
場
チ
ー
ム
を
募

集
し
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時

日
時　

２
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

　

午
後
３
時

場
所　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
ぴ
っ
た
（
旭
川
市
宮
前
通
東
４
１

５
５
）

料
金　

無
料

受
け
付
け　

予
約
制

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ　

皆
川
さ

　

ん
（
旭
川
市
春
光
台
２
条
３
丁
目
４

　

│
5
、
☎
53
│
８
１
１
５
、
Ｆ
ａ
ｘ

　

59
│
２
２
３
１
）

（
開
会
式
、
主
将
会
議
は
同
８
時
45

分
）

場
所　

東
川
中
体
育
館

募
集　

一
般
男
女
（
中
学
生
以
上
）

締
め
切
り　

２
月
10
日
（
月
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム　

３
千
円
（
学
生

　

２
千
円
）

試
合
方
式　

男
女
別
６
人
制
リ
ー
グ
戦

申
し
込
み　

東
川
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

　

会
事
務
局
☎
82
│
２
１
１
１
（
役
場

　

写
真
の
町
課
、
大
角
）

ヒ
ュ
ー
マン・フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す

好
蔵
寺

　

「
作
家
・
三
浦
綾
子
と
東
川
」
と
題

し
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開

き
ま
す
。
講
師
は
三
浦
綾
子
記
念
文
学

館
特
別
研
究
員
、
森
下
辰
衛
さ
ん
で
す
。

日
時　

３
月
９
日（
日
）午
後
１
時
か
ら

場
所　

好
蔵
寺
会
館
ホ
ー
ル
（
北
町
８

　

丁
目
）

参
加
費　

５
０
０
円
（
当
日
払
い
）

テ
ー
マ　

「
作
家
・
三
浦
綾
子
と
東
川
」

講
師　

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
特
別
研

　

究
員
、
森
下
辰
衛
氏

お
問
い
合
わ
せ　

好
蔵
寺
（
両
瀬
さ
ん
）

　

☎
82
│
２
６
５
５

年
金
相
談
会
を
開
き
ま
す

障
害
年
金
支
援
の
会

　

障
害
年
金
支
援
の
会
（
旭
川
、
皆
川

ゑ
み
子
代
表
）
は
、
障
害
年
金
の
無
料

相
談
会
を
開
き
ま
す
。

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー

ル
ー
ム

内
容　

人
形
劇
団
フ
レ
ッ
プ
の
人
形
劇

定
員　

な
し
（
要
申
し
込
み
）

◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆
・
◆

尾
池
さ
ん
、「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

と
町
に
寄
付
金

　

昨
年
12
月
24
日
、
南
町
３
丁
目
で
長

く
米
穀
店
を
経
営
し
て
い
た
尾
池
紀
泰

さ
ん
（
68
）
＝
東
神
楽
町
＝
か
ら
町
に

多
額
の
寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
９
４
６
（
昭
和
16
）
年
か
ら
同

所
で
長
く
米
穀
店
を
経
営
し
て
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
閉
店
。
現
在

は
東
神
楽
町
内
に
在
住
し
て
い
ま
す
。

「
両
親
が
結
婚
し
て
始
め
た
店
で
、
町

に
は
父
の
代
か
ら
60
数
年
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
な
ど
と
思
い
出
を
語
り
ま

し
た
。

　

寄
付
金
は
一
般
寄
付
と
し
て
町
の
事

業
に
役
立
て
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

看
護
師
の
募
集

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
羽
衣
園
、

老
人
保
健
施
設
ひ
だ
ま
り
の
里

　

社
会
福
祉
法
人
旭
川
福
祉
事
業
会
は
、

東
川
町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
羽
衣

園
、
老
人
保
健
施
設
ひ
だ
ま
り
の
里

（
と
も
に
西
町
８
丁
目
）
で
勤
務
す
る

看
護
師
（
正
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
羽
衣
園
に
お
申
し
込
み

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

事
務
局

　

の
紺
野
さ
ん
☎
０
８
０
│
３
２
６
０

　

│
１
３
０
５

旭
川
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
移
動

相
談
会
を
開
き
ま
す

東
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
必
要
で
あ

る
か
を
検
討
し
、
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
と
も
に
考
え
る
相
談
会
を
開
き
ま

す
。

　

加
齢
な
ど
に
伴
う
、
脳
な
ど
各
種
機

能
障
が
い
の
進
行
に
伴
っ
て
判
断
能
力

に
不
安
が
あ
る
方
の
生
活
や
財
産
管
理

に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

２
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

　

正
午

場
所　

い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
相
談
室

（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
）

費
用　

無
料

お
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会
☎

82
│
７
５
０
５

ウィン
タ
ー
サ
ー
カ
ス
を
開
催
し
ま
す

大
雪
・
富
良
野
ル
ー
ト
運
営

行
政
連
絡
会
議
会

　

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海
道
大

雪
・
富
良
野
ル
ー
ト
運
営
行
政
連
絡
会

（
事
務
局
・
旭
川
開
発
建
設
部
道
路
計

画
課
）
は
、
２
月
15
、
16
の
両
日
、
旭

川
市
、
砂
川
市
、
東
神
楽
町
、
美
瑛
町
、

上
富
良
野
町
、
占
冠
村
の
６
市
町
村
会

場
で
、
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海

道
大
雪
・
富
良
野
ル
ー
ト
ウ
ィ
ン
タ
ー

サ
ー
カ
ス
実
行
委
員
会
主
催
の
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
サ
ー
カ

ス
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
９
」
を
開
き
ま
す
。

　

北
海
道
の
冬
の
資
源
、
雪
を
テ
ー
マ

に
、
各
会
場
で
雪
の
ラ
ン
ド
ア
ー
ト
作

品
を
制
作
、
展
示
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

２
月
15
日
（
土
）
、
16
日
（
日
）

　

午
後
５
時
〜
同
８
時

会
場　

①
西
神
楽
（
旭
川
市
西
神
楽

１
線
17
号
）
②
東
神
楽
ふ
れ
あ
い
交

流
館
（
東
神
楽
町
ひ
じ
り
野
北
１
条

１
丁
目
）
③
美
瑛
（
美
瑛
町
・
道
の

駅
び
え
い
前
）
④
上
富
良
野
（
深
山

峠
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
）
⑤
同

（
大
観
音
像
向
か
い
見
晴
台
公
園
）

⑥
占
冠
（
星
野
リ
ゾ
ー
ト
ト
マ
ム
・

ア
イ
ス
ビ
レ
ッ
ジ
）
⑦
砂
川
（
道
央

自
動
車
道
砂
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
＝

上
り
札
幌
方
向
）

お
問
い
合
わ
せ　

大
雪
・
富
良
野
ル
ー

　

ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
35
│
５
７

　

３
１
（
芝
崎
さ
ん
、
菅
野
さ
ん
）

忠
別
ダ
ム
冬
イ
ベン
トへの
お
誘
い

忠
別
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
・

遊
ｉ
ｎ
ｇ
忠
別

　

忠
別
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
・
遊

ｉ
ｎ
ｇ
忠
別
主
催
の
「
雪
ｄ
ｅ
遊
ぼ
う 

忠
別
ダ
ム
冬
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
き
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
住
所
、
氏
名

（
家
族
で
参
加
の
場
合
は
、
参
加
者
全

員
の
名
前
、
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
連

絡
先
（
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
）
を

明
記
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

　

同
４
時

場
所　

忠
別
ダ
ム
下
流
広
場

募
集　

１
０
０
人
（
先
着
順
、
小
学
生

　

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
料　

２
０
０
円
（
傷
害
保
険
加
入

　

料
）

内
容　

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
タ
イ

　

ヤ
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト

　

乗
り
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム

締
め
切
り　

２
月
28
日
（
金
）

申
し
込
み　

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所
☎

（
Ｆ
ａ
ｘ
）
82
│
３
８
５
３

お
問
い
合
わ
せ　

忠
別
ダ
ム
管
理
支
所

　

☎
（
Ｆ
ａ
ｘ
）
82
│
５
３
９
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
の
出
場
者
を
募

集
し
ま
す

東
川
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

　

第
42
回
東
川
全
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。
申
し
込

み
用
紙
は
事
務
局
の
東
川
中
学
校
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時

（
開
会
式
）

場
所　

東
川
中
学
校
体
育
館

参
加
資
格　

東
川
町
民
、
東
川
バ
ド
ミ

　

ン
ト
ン
協
会
が
認
め
る
者

種
目　

個
人
戦
ダ
ブ
ル
ス
（
１
〜
３
部
）

参
加
料　

一
般
千
３
０
０
円
、
高
校
生

　

千
円
、
中
学
生
８
０
０
円

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

事
務

　

局
の
金
澤
さ
ん
☎
０
９
０
│
２
０
５

く
だ
さ
い
。

採
用　

２
人

締
め
切
り　

２
月
20
日

資
格　

看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の
資

　

格
所
持
者

採
用　

３
月
1
日
（
応
相
談
）

勤
務
地　

羽
衣
園
（
待
機
業
務
あ
り
）
、

　

ひ
だ
ま
り
の
里
（
夜
間
業
務
あ
り
）

給
与　

旭
川
福
祉
事
業
会
給
与
規
定
に

　

よ
る

勤
務
時
間　

１
日
７
・
５
時
間
勤
務

（
基
本
）

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

履
歴
書

（
市
販
可
）
、
看
護
師
ま
た
は
准
看

護
師
資
格
の
写
し
を
用
意
し
て
羽
衣

園
事
務
所
に
提
出
☎
82
│
３
６
３
１

チ
ア
リ
ー
ディン
グ
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム

メ
イ
ト
募
集

大
雪
子
ど
も
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
チ
ー
ム

　

大
雪
子
ど
も
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム
は
、
４
月
か
ら
の
新
し
い
チ
ー

ム
メ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。
体
験
会
に

参
加
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

練
習
は
原
則
週
１
回
（
毎
週
火
曜
日

午
後
６
時
50
分
か
ら
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

募
集　

小
学
校
新
１
年
生
以
上

締
め
切
り　

２
月
14
日
（
金
）

会
費　

１
万
２
千
円
（
年
間
）
、
保
険

　

８
０
０
円
（
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
な
ど

　

別
途
必
要
）

体
験
会　

２
月
18
日
（
火
）
、
同
月
25

日
（
同
）
午
後
６
時
50
分
か
ら
、
Ｂ

２
月
７
日
は「
北
方
領
土
の
日
」

北
海
道
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子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を

　

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
の
大

江
健
三
郎
さ
ん
が
少
年
時
代
に

好
き
だ
っ
た
本
は
、
「
ハ
ッ
ク

ル
ベ
リ
ー
フ
ィ
ン
の
冒
険
」
と

「
ニ
ル
ス
の
不
思
議
な
旅
」
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
主
人
公
は
、

と
も
に
い
た
ず
ら
っ
子
。
ハ
ッ

ク
は
酔
っ
ぱ
ら
い
の
父
親
を
持

つ
浮
浪
児
、
ニ
ル
ス
は
悪
さ
が

過
ぎ
て
妖
精
に
小
人
に
さ
れ
て

し
ま
う
悪
童
。
や
ん
ち
ゃ
な
少

年
た
ち
の
冒
険
成
長
物
語
に
胸

を
わ
く
わ
く
さ
せ
な
が
ら
四
国

の
山
の
中
で
育
っ
た
大
江
少
年
。

本
に
ま
つ
わ
る
私
の
大
好
き
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
の
町
で
は
、

昨
春
か
ら
読
書
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
に
関
す
る
新
し
い
取
り

組
み
が
相
次
い
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
小
、

中
学
校
の
図
書
館
に
司
書
が
配

置
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
ど
の
司

書
さ
ん
た
ち
も
本
が
好
き
、
子

供
が
好
き
、
と
い
う
方
た
ち
。

子
供
た
ち
の
読
書
環
境
の
充
実

に
日
々
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
中
学
校
で
は
な
ん
と

８
カ
月
間
で
貸
し
出
し
冊
数
４

千
15
冊
（
生
徒
一
人
当
た
り
16

冊
）
と
い
う
学
校
図
書
館
先
進

地
、
恵
庭
市
の
貸
し
出
し
冊
数

を
上
回
る
う
れ
し
い
出
来
事
も

あ
り
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
新
し
い
図
書
館

を
つ
く
る
検
討
委
員
会
が
発
足

し
た
こ
と
で
す
。
委
員

の
方
々
は

美
瑛

や
富

良
野
、
恵

庭
の
図
書
館
見
学
も
し

て
学
び
な
が
ら
夢
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
親
と
子
の
移
動

朗
読
会
が
連
続
11
回
開
催
で
き

た
こ
と
で
す
。
絵
本
作
家
の
あ

べ
弘
士
さ
ん
、
東
川
町
民
で
あ

り
、
写
真
家
で
作
家
の
竹
田
津

実
さ
ん
、
若
い
木
工
作
家
の
お

父
さ
ん
、
千
葉
章
弘
さ
ん
（
旭

川
空
港
が
舞
台
の
ジ
ェ
ッ
ト
旅

客
機
の
物
語
を
絵
本
に
し
て
出

版
）
の
創
作
秘
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
ど
の
会
場
も
子
ど

も
と
大
人
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
は
、

中
国
、
韓
国
、
ラ
ト
ビ
ア
か
ら

来
て
い
る
町
の
国
際

交
流
員
の

方
た

ち
に
、

中
学
校
で

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
で
母

国
の
絵
本
を
読
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

絵
本
に
関
し
て
、
子
供
も
大

人
も
と
て
も
関
心
が
高
い
の
は
、

東
川
町
の
大
き
な
財
産
で
す
。

お
母
さ
ん
た
ち
が
小
学
校
で
何

年
間
も
続
け
て
い
る
朝
の
読
み

聞
か
せ
、
学
童
保
育
、
養
護
学

校
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
お
は
な
し
会
ピ
ッ
ピ
の
読
み

聞
か
せ
。
福
祉
専
門
学
校
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
文
化
交
流
館

図
書
室
も
発
足
後
10
年
で
利
用

者
が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
や
、

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
制
度
な
ど
、
町
民
と
行
政
が

と
も
に
手
を
携
え
豊
か
な
読
書

環
境
の
土
壌
を
作
っ
て
い
る
こ

と
を
町
民
と
し
て
誇
り
に
思
い

ま
す
。

　

私
は
幼
い
時
、
祖
母
の
寝
床

の
中
で
昔
話
を
聞
い
て
育
ち
ま

し
た
。
祖
母
の
ぬ
く
も
り
と
や

さ
し
い
声
は
、
私
の
人
生
を
深

い
と
こ
ろ
で
支
え
続
け
て
く
れ

ま
し
た
。

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
、
子

供
の
心
に
「
自
分
は
大
切
に
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
揺
る
ぎ
な

い
心
と
生
き
る
力
を
育
む
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
本
の
楽
し
さ
を

子育てチャンネル子育てチャンネル子育てチャンネル
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保健だより
for Healthy Life

ＢＭＩ値25以上の肥満者の推移と糖尿病患者の関連性

29.9
32.9
27.0
31.4

20.2
26.0
22.1
23.5

4.5
4.5
3.8
4.8

男性
（20～60歳代）

女性
（40～60歳代）

糖尿病患
者の割合
（％）

ＢＭＩ値25以上の肥満者（％）

Ｈ20年度

Ｈ21年度

Ｈ22年度

Ｈ23年度
※肥満者が多いと糖尿病の有病者も多くなる

東川町保健福祉課調べ

　

脂
肪
細
胞
か
ら
は
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ

イ
ン
と
い
う
善
玉
と
悪
玉
の
２
種
類
の
生

理
活
性
物
質
が
出
て
い
ま
す
。
善
玉
物
質

の
代
表
は
ア
デ
ィ
ポ
ネ
ク
チ
ン
と
い
い
、

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
改
善
、
動
脈
硬
化

を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
悪
玉
物
質
と
し
て
血
栓
を
出
来

や
す
く
す
る
Ｐ
Ａ
Ｉ
│
１
、
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
を
引
き
起
こ
す
Ｔ
Ｎ
Ｆ
│
α
、
レ

ジ
ス
チ
ン
、
血
圧
を
上
げ
る
ア
ン
ジ
オ
テ

ン
シ
ノ
ー
ゲ
ン
な
ど
が
出
て
き
ま
す
。

　

体
内
で
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る
と
、
ア

デ
ィ
ポ
サ
イ
ト
カ
イ
ン
の
生
成
、
分
泌
が

異
常
に
な
っ
て
、
血
液
中
の
悪
玉
物
質
が

増
加
し
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
血
液
中
の
善
玉
物
質
が
低

下
す
る
の
で
動
脈
硬
化
を
促
し
、
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
原
因
に
な
り
ま

す
。

　

内
臓
脂
肪
の
増
加
度
合
は
、
腹
囲
（
へ

そ
の
高
さ
で
測
る
ウ
エ
ス
ト
周
囲
径
）
と

比
例
す
る
た
め
、
腹
囲
の
測
定
に
よ
っ
て

内
臓
脂
肪
型
肥
満
か
ど
う
か
が
判
断
で
き

ま
す
。

　

男
性
の
場
合
、
腹
囲
85
㌢
㍍
以
上
、
女

性
で
は
90
㌢
㍍
以
上
で
内
臓
脂
肪
型
の
肥

の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
民
の
方
の
糖
尿
病
有
病
率
（
Ｈ
ｂ
Ａ

1
ｃ
＝
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
６
・
１
以

上
）
は
、
特
定
健
診
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
度
か
ら
ほ
ぼ

横
ば
い
で
す
。
（
別
添
表
）

　

し
か
し
、
糖
尿
病
の
前
段
階
と
も
い
え

る
Ｈ
ｂ
Ａ
1
ｃ
「
５
・
２
％
〜
５
・
４
％
」

の
正
常
内
高
値
か
ら
「
５
・
５
％
〜
６
・

０
％
」
の
境
界
領
域
の
割
合
が
非
常
に
多

く
分
布
し
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
抑
制
で
き
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま

な
糖
尿
病
合
併
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
60
歳
を
過
ぎ
る
と
糖
尿
病
有
病
者
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
予
防
は
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

肥
満
を
予
防
す
る
に
は
、
歩
く
な
ど
有

酸
素
運
動
が
お
勧
め
で
す
が
、
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
の
体
操
、
布
団
の
中
で
出
来
る

ス
ト
レ
ッ
チ
は
い
か
が
？　

「
そ
れ
も

ち
ょ
っ
と
…
」
と
い
う
方
は
、
家
事
な
ど

で
こ
ま
め
に
動
い
て
活
動
強
度
を
上
げ
ま

し
ょ
う
。

　

食
事
は
、
食
物
繊
維
が
豊
富
で
消
化
吸

収
が
ゆ
っ
く
り
進
む
野
菜
か
ら
。
腹
八
分

目
を
心
掛
け
て
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
て

３
食
規
則
正
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ご
自

分
の
食
事
量
の
目
安
量
は
、
役
場
保
健
福

祉
課
栄
養
士
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

肥
満
度
の
判
定
基
準
（
日
本
肥
満
学
会
）

　

肥
満
度
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
（
ボ
デ
ィ
ー
・
マ

ス
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
で
判
定
し
ま
す
。

▼
「
低
体
重
（
や
せ
）
」
＝
Ｂ
Ｍ
Ｉ
18
未
満

▼
「
普
通
体
重
」
＝
同
18
・
５
以
上
25
未
満

▼
「
肥
満
１
度
」
＝
同
25
以
上
30
未
満
▼

「
肥
満
２
度
」
＝
同
30
以
上
35
未
満
▼
「
肥

満
３
度
」
＝
同
35
以
上
40
未
満
▼
「
肥
満
４

度
」
＝
同
45
以
上

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
「
体
重
（
㌔
㌘
）
÷
身
長
（
㍍
）

÷
身
長
（
㍍
）
」

（
例
）
身
長
１
６
０
㌢
㍍
、
体
重
50
㌔
㌘
の

場
合
は
「
50
（
㌔
㌘
）
÷
１
・
６
（
㍍
）
÷

１
・
６
（
㍍
）
＝
19
・
５
」
と
な
り
、
普
通

体
重
と
判
定
。

危
な
い
！ 

内
臓
脂
肪

肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
大
敵

危
な
い
！ 

内
臓
脂
肪

肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
大
敵

満
と
判
断
し
ま
す
。

　

町
内
で
実
施
し
た
特
定
健
診
受
診
者
の

体
重
の
推
移
に
よ
る
と
、
男
性
は
20
〜
60

歳
代
、
女
性
は
40
〜
60
代
で
肥
満
者
の
割

合
が
微
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。
（
別
添
表
）

高
リ
ス
ク
！ 

「
早
食
い
」「
ド
カ
食
い
」

「
お
や
つ
は
別
腹
」

　

肥
満
は
生
活
習
慣
病
の
糖
尿
病
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
は
、
野
菜
を
食
べ
な
い
食
事
、

食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
に
よ
っ
て
ど
ん
ど

ん
蓄
積
し
ま
す
。
外
食
、
食
事
の
コ
ン
ビ

ニ
化
に
伴
っ
て
野
菜
不
足
が
進
み
、
内
臓

に
脂
肪
が
た
ま
っ
て
肥
満
状
態
に
な
る
の

で
す
。

　

○
仕
事
は
忙
し
い
し
毎
日
疲
れ
が
ち
。

昼
寝
も
し
た
い
し
お
や
つ
も
食
べ
た
い
⬇

だ
か
ら
食
事
は
急
い
で
食
べ
る
。
だ
か
ら

つ
い
「
早
食
い
」
「
ド
カ
食
い
」
を
し
が

ち
○
満
腹
で
も
お
や
つ
は
別
腹
。
つ
い
食

後
に
お
菓
子
な
ど
つ
ま
む
○
飲
み
会
に
な

る
と
お
酒
の
量
が
多
く
な
る
―
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

食
べ
物
の
過
剰

摂
取
は
み
る
間
に
肥
満
、
糖
尿
病
リ
ス
ク

　

か
ら
だ
の
脂
肪
の
中
で
内
臓
に
た
ま
る
脂
肪
は
や
っ
か
い
も
の
。
内
臓
脂
肪
が
た
ま
る
と
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異

常
症
（
高
脂
血
症
）
か
ら
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、あ
な
た
の
健
康
を
損
ね
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
生
活
習
慣
病
に
な
り

や
す
い
悪
玉
物
質
を
多
く
分
泌
し
、
糖
尿
病
か
ら
起
き
る
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
し
ま
い
ま
す
。
毎
日
の

食
事
と
適
度
な
運
動
で
健
康
習
慣
を
心
掛
け
、
内
臓
脂
肪
を
た
め
込
ま
な
い
生
活
で
肥
満
に
な
ら
な
い
元
気
な
毎
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
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☎ 申し込み

要予約

要予約

infomation

ひ
が
し
か
わ

Tow
n of photography

□
発
行
/東
川
町
役
場
　□
編
集
/企
画
総
務
課
企
画
財
政
室
　tel.8

2
-2
1
1
1

□
印
刷
/株
式
会
社
総
合
企
画

N
o.724 February 2014

2014.

2

【2月分】

＜親子遊び体験教室＞
28日㈮
＜遊びの広場＞毎週月、火、水曜日プレールーム開放…9:00～12:00
3日、4日、5日、10日、12日、18日、19日、24日、25日、26日
17日㈪ 人形劇観賞のためお休み
25日㈫ 午後開放（０～１歳児）……………13：00～15：00
会場は幼児センターです

テーマ「3、4歳児お店屋さんごっこ」……10:00～11:30

会場は保健福祉センターです

3日㈪

7日㈮

17日㈪
20日㈭
20日㈭

28日㈮

2月の行事
東川町地域農業推進協議会臨時総会（前９時、農
協大ホール）
東アジア写真文化国際フォーラム（前10時、農村環
境改善センター）
町議会26年第２回臨時会（前９時半、議場）

６日㈭

９日㈰

10日㈪

東川町役場・保健福祉センター
改善センター（公民館）
文化交流館
文化ギャラリー
B&G海洋センター
町立診療所
東川町社会福祉協議会
大雪消防組合東消防署
道草館
幼児センター
└地域子育て支援センター
NPO法人こころりんく東川

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
82－7505
83－0119
68－4777
82－3400
82－5100
82－2666

…㈹
………………

……………………………
………………………
……………………

……………………………
………………
………………

…………………………………
…………………………

…………
…………

  旭川がん検診センター送迎検診
… 7：50（受け付け、集合）

  もぐもぐ教室
  乳幼児健診

（通知者以外は14：30～）
  じっくり子育て相談
  栄養教室
、21日㈮  大腸がん検診日

（21日は午前10時締め切り厳守）
  ３歳児健診

13：00～14：00
13：15～

10：00～13：00

12：45～

………
…………………

……………………

…………………

【3月分】
７日㈮

13日㈭
18日㈫

  ごっくん教室　　　　
  乳幼児健診　
  ２歳ふれあいルーム
  栄養教室

健福祉センター
保健福祉課保健指導室保

域子育て支援センター（幼児センター内）
西4号北8番地地

生サロンここりん
東町1丁目7-10共

インフォメーションインフォメーション

○20日㈭まで
　▶東アジア写真文化国際フォーラム開催記念写真展
　　（写真の町東川賞海外作家賞収蔵作品展）
○22日㈯から３月10日㈪まで
　▶旭正写真愛好会展
　▶全日本写真連盟旭川支部

第64回アサヒ北海道写真展
　▶写真の町ひがしかわ写真少年団写真展
※21日㈮は作品入れ替えのため休館

○28日㈮まで
　▶越後文慈氏写真展「明日へ煌めく」

▶カラダ美楽クラブ
▶リコーダーアンサンブルイコロ演奏会
▶健康体操教室
▶ここりん研修会
▶ほっこり・のんびりハーブな時間
▶かぜのこくらぶ（子どもの遊び場）
▶おとなり会（茶話会）
※３月分の利用申し込みは24日㈪から受け付け

………  　　　　　　
…

…………　　　　　　　
　　………　　　　　　　

……………
…………

………………………

6日㈭、20日㈭ともに10:00～11:00
19日㈬12:15～　　 

14日㈮、28日㈮ともに10:00～11:00
18日㈫面接の技術④10:00～11:30

13日㈭10:00～11:00
22日㈯14:00～16:00
26日㈬14:00～15:00

文化ギャラリー
東町1丁目19-8

笑味ちゃん家（JAひがしかわ）
西町1丁目5-1　☎82-2121


